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広島大学 教育学部 沿革 

 

 

昭和４(1929)年 官立文理科大学官制（勅令第37号）が公布され、広島文理科大学（広島市東千

田町）を設置 

広島高等師範学校は広島文理科大学に附置 

昭和18(1943)年 師範教育令改正に伴い、広島県師範学校は官立移管され、専門学校程度に昇格

し、広島師範学校を設置 

広島県師範学校を本部および男子部とし、広島県三原女子師範学校を女子部と

する 

昭和19(1944)年 師範教育令改正に伴い、広島青年師範学校（高田郡吉田町）を設置 

昭和24(1949)年 国立学校設置法（昭和24年法律第150号）により、広島文理科大学（附置研究所

を含む）、広島高等学校、広島工業専門学校、広島高等師範学校、広島女子高等

師範学校、広島師範学校、広島青年師範学校を包括し、広島市立工業専門学校

を併合して広島大学を設置 

広島大学発足とともに教育学部（教育学科、心理学科、小学校教育科、中学校

教育科、高等学校教育科）、同東雲分校（小学校教育科、中学校教育科）、同三

原分校（小学校教育科、中学校教育科）、同安浦分校（昭和25年に移転統合によ

り福山分校を設置。中学校教育科、高等学校教育科）を設置 

昭和28(1953)年 東雲分校に盲教育兼修課程を設置 

昭和29(1954)年 東雲分校に聾教育兼修課程を設置 

昭和30(1955)年 教育学部小学校教育科（４年課程）を東雲分校へ移管 

昭和33(1958)年 福山分校に教育専攻科（保健体育専攻）を設置 

昭和34(1959)年 中学校教育科図画工作科を４年課程に昇格（昭和37年美術科に改称） 

昭和35(1960)年 東雲分校の特殊教育（盲・聾教育兼修）課程を４年課程に昇格とともに養護学

校教育兼修課程を設置 

中学校教育職業科を福山分校より東雲分校へ移管（昭和37年技術科に改称） 

昭和36(1961)年 教育学部中学校教育科（４年課程：国語・社会・数学・理科・英語）を東雲分

校へ移管 

福山分校の教育専攻科に音楽専攻、家政専攻を増設 

昭和37(1962)年 三原分校を東雲分校に統合 

昭和39(1964)年 東雲分校の小・中・盲・聾・養護の各教育科並びに教育学部と福山分校の高等

学校教育科が、それぞれ教員養成課程と改称 

昭和41(1966)年 附属幼年教育研究施設（幼児教育学部門）を設置 

昭和42(1967)年 中学校教員養成課程の音楽・体育・家政を福山分校より東雲分校へ移管 

昭和45(1970)年 東雲分校に教育専攻科を設置 

昭和46(1971)年 附属幼年教育研究施設に幼児心理学部門を増設 

昭和48(1973)年 東雲分校に特殊教育特別専攻科を設置 

昭和53(1978)年 教育学部を３学科１３大講座に改組・再編及び東雲分校を廃止し学校教育学部

を設置 

昭和61(1986)年 教育学部に日本語教育学科を設置 
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昭和63(1988)年 学校教育学部に附属教育実践研究指導センターを設置 

平成元(1989)年 教育学部及び教育学部福山分校が東広島市統合移転地に移転完了し、福山分校

を廃止 

平成７(1995)年 学校教育学部が東広島市統合移転地に移転完了 

学校教育学部に附属障害児教育実践センターを設置 

平成８(1996)年 学校教育学部附属教育実践研究指導センターを改組し、教育実践総合センター

を設置 

平成12(2000)年 教育学部と学校教育学部を統合し、教育学部に改組 

平成13(2001)年 大学院教育学研究科の整備に伴い、大学院講座化 

平成14(2002)年 学部附属施設の研究科附属施設への移行（附属幼年教育研究施設、附属教育実

践総合センター、附属障害児教育実践センター） 

平成19(2007)年 学校教育学部を廃止 

特殊教育特別専攻科（知的障害教育専攻）を特別支援教育特別専攻科（特別支

援教育専攻）に名称変更 
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広島大学 教育学部 設置目的等 

 

 

１．設置の経緯 

（１）設置当初の教育学部 

現在の教育学部の源流は、昭和 24 年５月 31 日、法律第 150 号国立大学設置法により、広

島大学が、広島文理科大学（附属研究所を含む。）、広島高等学校、広島工業専門学校、広島

高等師範学校、広島女子高等師範学校、広島師範学校及び広島青年師範学校を包括し、広島

市立工業専門学校を併合して、６学部（文学部、教育学部、政経学部、理学部、工学部及び

水畜産学部）からなる新制総合大学として発足した時点まで遡る。 

当初の教育学部は、東千田町に教育学部（本部）、東雲分校、三原分校及び福山分校の３つ

の分校並びに 11 の附属学校園（うち附属幼稚園は昭和 41 年設置）を擁した全国でも最大規

模の学部であった。また、東千田町の教育学部（本部）は、中等学校教員養成にあたってき

た広島高等師範学校（明治 35 年創設）の文科・理科、広島文理科大学（昭和４年創設）の教

育学科（教育学専攻及び心理学専攻）を母体として、教育学科と心理学科及び高等学校教員

養成のための高等学校教育科の３学科で構成されていた。 

東雲分校は、明治５年の学制頒布による教員養成所であった白島学校（明治７年創設）に

端を発した広島師範学校（昭和 18 年創設）を母体に、三原女子師範学校（明治 42 年創設）

を前身とする三原分校とともに、義務教育諸学校の教員を養成する分校として発足した。福

山分校は、広島青年師範学校（昭和 19 年創設）と広島女子高等師範学校（昭和 20 年創設）

を母体に、高等学校教員養成の高等学校教育科として発足した。 

（２） 旧教育学部と学校教育学部 

当初２年課程で発足した東雲分校は、昭和 30 年以降逐次４年課程に移管し、小学校教育科、

中学校教育科、特殊教育科として次第にその内容の充実が図られた。また、昭和 37 年三原分

校は東雲分校に統合された。昭和 38 年教員養成大学・学部に「課程」を置く規程が制定され、

昭和 39 年高等学校教育科は高等学校教員養成課程と改称され、東雲分校では、各教育科が小

学校教員養成課程、中学校教員養成課程、盲・聾・養護各教員養成課程に改称された。昭和

41 年附属幼年教育研究施設が、昭和 48 年東雲分校に特殊教育特別専攻科が、それぞれ設置

された。 

当初の教育学部は、昭和 53 年に改組され、東千田町の教育学部本部と福山分校を統合して

教育学部となり、東雲分校は独立学部となり学校教育学部が設置された。 

これに伴い、教育学部は従来の小講座を再編し、教育学科（教育哲学・教育史学、教育社

会学・教育方法学及び教育行政学の３大講座）、心理学科（実験心理学と教育心理学の２大講

座）に加え、高等学校教員養成課程が教科教育学科（国語、英語、社会科、数学、理科、音

楽、体育、家政各教育学の８大講座、うち音楽、体育、家政各教育学は福山分校）となって、

３学科体制の学部となった。さらに、昭和 61 年日本語教育学科（日本語教育学、日本語学、

言語学及び日本文化学の４大講座）を増設し、４学科 17 大講座となった。平成元年９月、教

育学部と教育学部福山分校が東広島市に統合移転を完了した。 

学校教育学部は、義務教育諸学校の教員養成を目的とした学部となり、昭和 63 年教育実践

研究指導センターを設置した。広島大学の統合移転に伴い平成７年３月東広島市に移転した。

同年障害児教育実践センターを設置し、平成８年教育実践指導センターは教育実践総合セン
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ターに改組された。 

（３）教育学部の改組・統合と大学院講座化 

平成９年の統合移転完了から４年後の平成 12 年４月、従来の教育学部と学校教育学部を改

組・統合し、教育組織と教官組織を一新し現在の教育学部が発足した。更に、平成 13 年４月

には大学院教育学研究科の整備に伴い、学部所属の教官組織である 16 大講座が大学院の講座

となり、大学院講座所属の教官が学部教育を併任して担当するという形を取ることとなった。 

 

２．理念・目標 

科学技術の飛躍的進歩や高度情報化、国際化、さらには少子・高齢化など、地球的規模で進

行している大きな変化の流れの中にあって、人類の平和的共存や自然と人間との豊かな共生は、

21 世紀の最も重要な課題である。この課題に応えるために、「教育」という営みはかつてない

ほど重要になっている。 

平成 12 年４月に発足した教育学部は、「教育」や「学び」という人類に普遍の営みを専門的

に学習することが、21 世紀の地球的課題を「学ぶ」ことにつながるという理念の下、学生のみ

ならず教職員を含む全ての構成員が、幅広い社会的視野と豊かな課題探究能力を培うことを目

標としている。 

この理念・目標実現のため、教育学部は、旧教育学部と学校教育学部がこれまで行ってきた

教育研究の成果と特色を活かしながら、社会の変化とともに多様化する教育諸課題を理論と実

践の統合化によって、学際的・総合的視点から探究するとともに、21 世紀にふさわしい学校教

育の創造と生涯学習社会構築への貢献をめざして、小学校から高等学校までの教員のみならず、

生涯学習社会の幅広い職業分野で活躍できる人材の育成に努めている。 
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第一部第一章広島大学の前身諸学校
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専
攻
)
、
生
物
学
科
(
動
物
学
専
攻
・
生
物
学
専
攻
)
、
地
学
科
(
地

理
学
専
攻
・
地
質
鉱
物
学
専
攻
)
の
九
学
科
一
七
専
攻
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、

6 
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七

官
立
広
島
師
範
学
校

昭
和
十
人
(
一
九
四
三
)
年
三
月
八
日
、
師
範
教
育
令
が
改
正
さ
れ
、
師
範
学
校
は
官
立
と
な
り
、
本
科
三
年
予
科
二
年
の
専
門
学
校

程
度
と
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
四
月
一
日
、
広
島
県
師
範
学
校
は
官
立
移
管
さ
れ
、
専
門
学
校
程
度
に
昇
格
し
た
。
旧
来
の
広
島
県

師
範
学
校
を
本
部
お
よ
び
男
子
部
と
し
、
広
島
県
三
原
女
子
師
範
学
校
を
女
子
部
と
し
た
。

第
七
節

広
島
青
年
師
範
学
校

広
島
県
実
業
補
習
学
校
教
員
養
成
所

第七節広島青年師範学校

大
正
九
(
一
九
二

O
)
年
、
一
般
勤
労
青
少
年
に
対
す
る
補
習
教
育
を
目
的
と
し
た
実
業
補
習
学
校
の
専
任
教
員
を
養
成
す
る
た
め
、

実
業
補
習
学
校
教
員
養
成
所
令
が
公
布
さ
れ
た
。
広
島
県
で
は
、
大
正
十
一
年
一
一
一
月
二
十
五
日
、
広
島
県
実
業
補
習
学
校
教
員
養
成
所
設

置
開
校
に
つ
い
て
文
部
大
臣
よ
り
認
可
さ
れ
、
四
月
一
日
に
広
島
県
実
業
補
習
学
校
教
員
養
成
所
が
広
島
県
立
西
条
農
学
校
(
賀
茂
郡
西

条
町
)
に
併
置
さ
れ
た
。

広
島
県
立
青
年
学
校
教
員
養
成
所

昭
和
十
(
一
九
三
五
)
年
四
月
一
日
、
青
年
学
校
教
員
養
成
所
令
が
公
布
、
青
年
学
校
教
員
養
成
所
規
程
が
制
定
さ
れ
、
実
業
・
1

公
民
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広島大学の前身諸学校

教
育
を
目
的
と
す
る
実
業
補
習
学
校
と
軍
事
訓
練
を
目
的
と
す
る
青
年
訓
練

所
と
が
統
合
さ
れ
て
、
青
年
学
校
が
成
立
し
た
。
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
広

島
県
実
業
補
習
学
校
教
員
養
成
所
は
広
島
県
立
青
年
学
校
教
員
養
成
所
と
改

称
さ
れ
た
。

青
年
学
校
教
員
養
成
所
は
、
開
設
時
に
は
独
立
の
建
物
を
持
っ
て
い
な

か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
独
立
移
転
が
検
討
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
高
田
郡
吉

田
町
に
移
転
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
敷
地
・
実
習
地
は
吉
田
町
が
県
に
寄
付

し
、
昭
和
十
四
年
八
月
三
十
一
日
に
、
広
島
県
立
青
年
学
校
教
員
養
成
所
は

県
立
西
条
農
学
校
か
ら
吉
田
町
に
独
立
移
転
し
た
。

第一部第一章

官
立
青
年
師
範
学
校

昭
和
十
人
(
一
九
四
三
)
年
の
師
範
教
育
令
改
正
に
よ
り
、
官
立
師
範
学

校
が
発
足
し
て
い
た
が
、
そ
れ
に
続
い
て
昭
和
十
九
年
二
月
十
七
日
に
師
範

教
育
令
が
改
正
さ
れ
、
官
立
青
年
師
範
学
校
が
成
立
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

従
来
の
青
年
学
校
教
員
養
成
所
は
固
に
移
管
さ
れ
、
師
範
学
校
と
同
じ
く
専

門
学
校
程
度
に
昇
格
し
た
。
広
島
県
立
青
年
学
校
教
員
養
成
所
は
三
月

三
十
一
日
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
、
四
月
一
日
に
官
立
の
広
島
青
年
師
範
学
校

が
設
置
さ
れ
た
。
男
子
部
農
業
科
と
女
子
部
が
置
か
れ
た
。
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第
二
章

広
島
大
学
の
開
学

第
一
節

広
島
大
学
の
聞
学
理
念

広
島
大
学
の
設
置
認
可

第一節広島大学の関学理念

昭
和
二
十
三
(
一
九
四
人
)
年
七
月
二
十
五
日
付
で
「
国
立
広
島
綜
合
大
学
設
置
申
請
書
」
が
文
部
省
に
提
出
さ
れ
た
。
設
置
申
請
書

は
、
文
学
部
、
理
学
部
、
教
育
学
部
、
政
経
学
部
、
工
学
部
、
水
畜
産
学
部
の
六
学
部
か
ら
な
り
、
医
学
部
と
女
子
部
の
設
置
に
つ
い
て

は
別
途
申
請
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
広
島
軍
政
部
の
強
い
要
望
が
あ
っ
た
医
学
部
に
つ
い
て
は
、
設
置
申
請
書
と
同
日
付
で

文
部
省
に
追
申
請
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
他
方
、
女
子
部
に
つ
い
て
は
、
広
島
県
が
女
子
高
等
教
育
機
関
を
設
置
す
る
構
想
を
有
し
て
い
た

た
め
、
削
除
さ
れ
た
。

広
島
に
国
立
大
学
を
設
置
す
る
こ
と
に
対
す
る
県
民
の
関
心
は
高
く
、
県
民
の
要
望
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
組
織
も
あ
っ
た
。
勤
労
者
の

高
等
教
育
機
会
拡
大
を
望
む
県
民
の
要
望
の
も
と
、
県
下
の
高
等
学
校
関
係
者
を
中
心
に
国
立
広
島
大
学
夜
間
学
部
設
置
促
進
連
合
会
が

結
成
さ
れ
、
昭
和
二
十
五
年
度
に
政
経
学
部
第
二
部
の
設
置
申
請
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
に
、
工
学
部
建
築
学
科
の
設
置
(
昭
和

三
十
六
年
度
)
や
、
安
芸
門
徒
を
中
心
と
す
る
仏
教
関
係
者
に
よ
る
仏
教
学
講
座
設
置
要
求
(
昭
和
四
十
七
年
、
文
学
部
イ
ン
ド
哲
学
講

座
)
等
も
県
民
の
要
望
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
四
年
三
月
十
六
日
、
大
学
設
置
委
員
会
総
会
に
お
け
る
全
会
一
致
の
賛
成
投
票
に
よ
り
、
広
島
大
学
の
設
置
が
決
定
。
国
立

学
校
設
置
法
(
法
律
第
一
五
O
号
)
お
よ
び
「
新
制
国
立
大
学
設
置
に
つ
い
て
」
に
も
と
づ
い
て
、
広
島
文
理
科
大
学
、
広
島
高
等
学
校
、
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第二章広島大学の関学

広
島
工
業
専
門
学
校
、
広
島
高
等
師
範
学
校
、
広
島
女
子
高
等
師
範
学
校
、

広
島
師
範
学
校
お
よ
び
広
島
青
年
師
範
学
校
を
包
括
し
、
広
島
市
立
工
業

専
門
学
校
を
併
合
し
た
広
島
大
学
が
設
置
さ
れ
た
。

認
可
さ
れ
た
学
部
学
科
は
、
政
経
学
部
(
政
経
学
科
)
、
文
学
部
(
哲

学
科
、
史
学
科
、
文
学
科
)
、
理
学
部
(
数
学
科
、
物
理
学
科
、
化
学
科
、

生
物
学
科
、
地
学
科
)
、
工
学
部
(
機
械
工
学
科
、
電
気
工
学
科
、
工
業

化
学
科
、
醗
酵
工
学
科
、
船
舶
工
学
科
、
土
木
工
学
科
、
工
業
経
営
学
科
)
、

水
畜
産
学
部
(
漁
業
学
科
、
水
産
生
物
学
科
、
畜
産
学
科
)
、
教
育
学
部
(
教

育
学
科
、
心
理
学
科
、
四
年
制
、
二
年
制
)
で
あ
っ
た
が
、
設
置
条
件
と

し
て
、
①
校
舎
の
復
旧
拡
張
と
教
室
・
研
究
室
等
の
整
備
、
②
専
門
図
書

の
充
実
、
③
教
育
学
部
・
水
畜
産
学
部
の
研
究
施
設
等
の
整
備
、
④
教
養

科
目
中
の
語
学
・
社
会
科
学
関
係
担
当
専
任
教
官
の
補
充
、
⑤
教
育
学
部
、

J

政
経
学
部
、
工
学
部
工
業
経
営
学
科
の
専
任
教
官
補
充
、
⑥
政
経
学
部
の

一
学
部
一
学
科
、
⑦
上
記
の
報
告
義
務
等
、
が
付
さ
れ
た
(
資
料
編

三
O
)
。

包
括
校
の
う
ち
、
広
島
市
立
工
業
専
門
学
校
の
国
立
移
管
に
つ
い
て
は
、

官
立
学
校
を
対
象
と
し
て
大
学
整
備
を
お
こ
な
う
文
部
省
の
方
針
と
合
わ

ず
に
難
航
し
た
も
の
の
、
九
月
二
十
二
日
付
で
文
部
省
大
学
学
術
局
長
よ

り
移
管
承
認
通
知
に
よ
り
認
め
ら
れ
、
併
合
手
続
き
も
軌
道
に
乗
る
こ
と

第二部
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第
三
章

組
織
の
整
備

第
一
節

新
制
広
島
大
学
の
組
織
・
施
設
整
備

学
部
の
整
備

1 

文
学
部

第一節新制広島大学の組織・施設整備

文
学
部
は
、
哲
学
・
史
学
・
文
学
の
三
学
科
で
発
足
し
た
。
哲
学
科
の
講
座
は
、
哲
学
第
一
・

第
二
、
中
国
哲
学
第
一
・
第
二
、
倫
理
学
第
一
・
第
二
の
六
講
座
、
史
学
科
の
講
座
は
、
国
史
学

第
一
・
第
二
、
東
洋
史
学
第
一
・
第
二
、
西
洋
史
学
第
一
・
第
二
、
地
理
学
第
一
・
第
二
の
八
講

座
、
文
学
科
の
講
座
は
、
国
語
学
国
文
学
第
一
・
第
二
・
第
三
、
中
国
文
学
第
一
・
第
二
、
英
語

学
英
文
学
第
一
・
第
二
・
第
三
の
八
講
座
と
独
逸
文
学
・
仏
蘭
西
文
学
・
言
語
学
の
三
学
科
目
で

あ
っ
た
。
そ
の
後
昭
和
二
十
六
(
一
九
五
一
)
年
に
独
逸
文
学
を
ド
イ
ツ
文
学
、
仏
蘭
西
文
学
を

フ
ラ
ン
ス
文
学
と
改
称
し
た
。

際jit

(平成6年)文学部木造校舎写真2-3-1
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2 

教
育
学
部

第三章組織の整備

教
育
学
部
(
分
校
を
除
く
)
は
、
教
育
学
科
・
心
理
学
科
の
二
学
科
、
小
学
校
教
育
科
(
四

年
課
程
)
・
中
学
校
教
育
科
(
四
年
課
程
)
・
高
等
学
校
教
育
科
(
四
年
課
程
)
の
三
教
育
科
で

発
足
し
た
。
当
初
は
学
科
目
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
九
年
九
月
に
公
布
さ
れ
た
国
立
大
学
の
講
座
に
関
す
る
省
令
で
は
、
次
の
と
お
り

ナ
ン
バ
ー
講
座
で
構
成
さ
れ
た
(
カ
ツ
コ
内
に
は
昭
和
三
十
九
年
の
省
令
以
降
の
名
称
を
付
し

た
)
。
教
育
学
科
は
、
教
育
学
第
一
(
教
育
哲
学
)
、
教
育
学
第
二
(
日
本
東
洋
教
育
史
)
、
教

育
学
第
一
一
一
(
西
洋
教
育
史
)
、
教
育
学
第
四
(
教
育
社
会
学
)
、
教
育
学
第
五
(
教
育
方
法
学
)
、

教
育
学
第
六
(
国
語
科
教
育
及
び
英
語
科
教
育
)
、
教
育
学
第
七
(
社
会
科
教
育
)
、
教
育
学
第

八
(
数
学
科
教
育
及
び
理
科
教
育
)
、
教
育
学
第
九
(
教
育
行
財
政
学
)
、
教
育
学
第
一

O
(比

較
教
育
制
度
学
)
、
教
育
学
第
一
一
(
教
育
経
営
学
)
の
一
一
講
座
、
心
理
学
科
は
、
心
理
学

第
一
(
実
験
心
理
学
)
、
心
理
学
第
二
(
集
団
心
理
学
)
、
心
理
学
第
三
(
教
育
心
理
学
)
、
心

理
学
第
四
(
発
達
心
理
学
)
、
心
理
学
第
五
(
学
習
心
理
学
)
の
五
講
座
と
な
っ
た
。

第二部

3 

教
育
学
部
東
雲
分
校

教
育
学
部
東
雲
分
校
は
、
二
年
課
程
の
小
学
校
教
育
科
・
中
学
校
教
育
科
の
二
教
育
科
で
発

足
し
た
。
そ
の
後
昭
和
二
十
六
年
度
に
、
特
殊
教
育
科
(
二
年
課
程
)
が
設
置
さ
れ
た
。
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4 

教
育
学
部
三
原
分
校

教
育
学
部
三
原
分
校
は
、
二
年
課
程
の
小
学
校
教
育
科
・
中
学
校
教
育
科
の
二
教
育
科
で
発

足
し
た
。

5 

教
育
学
部
福
山
分
校

第一節新制広島大学の組織・施設整備

広
島
大
学
発
足
時
に
は
教
育
学
部
安
浦
分
校
が
存
在
し
、
福
山
市
に
あ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
は
安

浦
分
校
福
山
教
場
と
呼
称
さ
れ
て
い
た
。
昭
和
二
十
五
年
五
月
に
安
浦
分
校
を
福
山
市
に
移
転

統
合
し
た
た
め
、
教
育
学
部
福
山
分
校
が
成
立
し
た
。
体
育
科
は
同
年
十
一
月
ま
で
安
浦
町
に

存
置
さ
れ
て
い
た
の
で
、
こ
の
間
福
山
分
校
安
浦
教
場
が
存
在
し
た
。

福
山
分
校
(
安
浦
分
校
)
に
は
、
四
年
課
程
の
中
等
学
校
教
育
科
・
高
等
学
校
教
育
科
と
二

年
課
程
の
中
等
学
校
教
育
科
が
置
か
れ
た
。

6 

政
経
学
部

政
経
学
部
は
、
設
置
認
可
申
請
段
階
で
は
社
会
政
治
科
と
国
際
経
済
科
の
二
学
科
で
あ
っ
た

が
、
認
可
の
段
階
で
政
治
経
済
学
科
一
学
科
と
な
っ
た
。
学
科
目
は
、
第
一
(
社
会
学
)
・
第

教育学部三原分校写真2-3-4教育学部福山分校写真2-3-5
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第二章広島大学四関学

表-2-1 発足時の大学の組織と所在地

部 局 附 属 施 設 所 在

本 部 広島市東千四町

文 学 部 広島市東千田町

教 育 品ーずー 部 広島市出汐町

教育学部東雲分校 広島市東雲町

教育学部三原分校 三原市館町

教育学部安浦分校 賀茂郡安浦町

(福山教場) 福山市f中野上町
政 経 学 部 広島市江波町

理 品寸一 部 広島市東千田町

附属臨海実験所
広御調島市郡千向島町

工 学 部 田町

水畜産学部 福山市沖野上町

大津野実験牧場 深安郡大津野村

JII 口 農 場 福山市川口町

賀 茂 牧 場 賀茂郡原村

皆実分校(教養部) 広島市皆実町

理論物理学研究所 賀茂郡竹原町

附属図書館| 広島市東千田町

図2-1 広島大学位置図

本~主字紙理孝弘附耳図書措束手図町
教育学部 品汐町

東~分校(教育学防)東雲町
政桂学部 江脚T1233

工学部 千図町三丁目

皆実分控{敏餐部} 皆実町三了目

島観県

地
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16 教育学部の沿革と特色

1 教育学部の葛念・目標

科学技術の飛躍的進歩や高度情報化，国際化，さらには少子・高齢化など，地醐慨模で進行している大き

な変化の耐もの中にあって，人類の平和的共存や自然主人間との豊かな共生は. 21也紀の最も重要な課題で

ある。この課題に応えるために.r教育Jという営みはかつてないほど重要になっているo
平成12年4月に発足した教育学部は.r教育」や「学び」という人類に普遍の営みを専門的に学習すること
が. 21也紀の地球的課題を「学ぶ」ことにつながるという思念の下，学生のみならす激職員を含む全ての構

成員が，幅広し怯会開見野と豊かな繰題深究能力を培うことを目標としている。

この思念・目標実現のため，教育学部は，旧教育学部と学校教育学部がこれまで行ってきた教育研究の成果

と特色を活かしながら，位会の変化とともに多様化する教育諸課題を理論と実践の統合化によって，学際的・

総針視点から探究するとともに. 21世犯にふさわしい学校教育崎11造と生涯学習中士会構築への貢献をめざ

して，小学校から高等学校までの教員のみならず，生涯学習社会の幅広b司能業分野で活躍できる人材の育成に

努めている。

2 教育学部設置の経緯

(1)設置当初の教育学部

現在の教育学部の源流は，昭和24年5月31日，法律第150号国立大学設置法により，広島大学が，

広島文理科大学(附属研究所を含む。).広島高等学校，広島工業専門学校，広島高等師範学校，広島女子高

等師範学校，広島師範学校及び広島青年師範学校を包括し，広島市立工業専門学校を併合して 6学部(文

学部，教育学部，民経学部，理学部，工学部及ひ米音産学部)からなる新制総合大学として発足した時点ま

で遡る。

当初の教育学部は，東千田町に教育学部(本部).東雲分校， 三原分校及。濡山分校の3つの分校並びに

11の附属学校図(うち附属幼稚園は昭和41年設置)を擁した全国でも最大規模の学部であった。また，

東千田町の教育学部(本部)は，中等学校教員養成にあたってきた広島高等師範学校(明治35年創設)の

文科・理科，広島文理科大学(昭和4年書Ij設)の教育学科(教育学専攻及び心理学専攻)を母体として，教

育学科と心理学科及び高等学校教員養成のための高等学校教育科の3学科で構成されていた。

東雲分校は，明治5年の学桐頒布による教員養脚斤であった白島学校(明治7年創設)に端を発した広島

師範学校(昭和18年jl殿)を母体に，三原女子師範学校(明治42年岩Ij設7を前身とする三原分校ととも
に，義務教育諸学校の教員を養成する分校として発足した。福山分校は，広島青年師範学校(昭和19年創

設)と広島女子高等師範学校(昭和20年重i車党)を母体に，高等学校教員養成の高等学校教育科として発足

した。

(2)旧教育学部と学校教育学部

当初2年課程で発足した東雲分校は，昭和30年以降逐次4年課程に移管し，小学校教育科，中学校教育

税特殊教育科として次第にその内容の充実が図られた。また，昭和37年三原分校は東雲分校に統合され

た。昭和38年教員養成大学・学部に I課程jを置く規程が制定され，昭和39年高等学校教育科は高等学

校教員養成課程と改称され，東雲分校では，各教育科が小学校教員養成課程，中学校教員養成課程，盲・聾・

養護各教員養成課程に改称された。昭和41伺附属幼年教育研究施設が，昭和48年東雲分校に特殊教育特

別専攻科が，それぞれ設置された。

当初の教育学部は，昭和53年に棋院れ，東千田町の教育学部本部と福山分校を統合して教育学部とな

り，東雲分校は独立学部となり学校教育学部が設置された。

これに伴い，教育学部は従来の小務座を再編し，教育学科(教育哲学・教育史学，教育社会学・教育方法

学及び教育行政学の3大講回，心理学科慎験心理学と教育心理学の2大講座)に加え，高等学校教員養

成課程治宝教科教育学科(国語，英語，佐会科，数学，理科，音楽，体育，家政各教育学のB大議座， うち音

楽，体育，家政各教育学は福山分校)となって. 3学卒十体制の学部となった。さらに，昭和61年日本語教

育学科(日本語教育学， 日本語学，言諸学及び日本文化学の4大講座)を増設し 4学科17大講座となっ

た。平成元年9月，教育学部と教育学部福山分校が東広島市に統合移転を完了した。

学校教育学部は，新主教育諸学校の教員養成を目的とした学部となり，昭和63年教育実践研究指導セン
ターを設置した。広島大学の統合移転に伴い平成7年3月東広島市に移転した。同年障害児教育実践センタ

ーその他lー



ーを設置し，平成8年教育実樹時センターは教育実践総合センターに酎且された。

(3)教育学部の蹴且・統合と大学院講座化

平成9年の統合移転完了から4年後の平成12年4月，従来の教育学部と学校教育学部を蹴E・統合し，

教都目織と教官溜織を一新し現在の教育学部が発足した。更に，平成13年4月には大学院教育学研究科の

整備に伴い，学部所属の教富組織である16大講座が大朝院の講座となり，大寺年完講座所属の教官が学部教

育を併任して担当するという形を取ることとなった。

3 現在の教育学部とその特色

(1)教育組織の特色

現在の教育学部の教育組織の特色は，類ーコース制によって，専門教育の選択履修の幅を拡大し，学生の

学習ニーズや卒業後の幅広い進路に対応できる豊富なカリキュラムを用意し，入学後に，進路に対応した授

業科目を学生自身が選択して履修することができることにある。また，希望するコースを選択して受験でき

るので，学生の目的意識に沿った専門教育を受けることができる。

本学部の5類-15コース制は，以下の教育組織から構成されている。小学校，盲学校，聾学校及ひ湊護

学校の教員を専門的に養成する第一類(学校教育系)には，初等教育教員養成と特別支援教育教員養成の2

コースがある。中学校・高等学校教員を希望する学生には，主に第二類(科学文化教育系)，第三類(言語

文化教育系)及び第四類(生涯活動教育系)の三類において，卒業要件単位内で希望する校種・教科の一種

免許状が取得できるカリキュラムが用意されている。

また，第二類には，自然系，数理系，掛青・情報系，社会系の4コースが，第三類には，国語交化系，英

語文化系，日本語教育系の3コースが，第四類には，健康スポーツ系，人間生活系，音楽文化系，造朕齢貯

系の4コースがある。これらの内，特に，日本語教育系コースは，外国人の日本語教育を行う人材養成を目

的としている。第五類(人間形成基礎系)には，教育に関わる人間形成の基礎学を学ぶことを目的とした教

育学系と心理学系の2コースがある。

第二類から第五類では，生涯学習・文化諸官設等での指導者，民間他業における企業内教育の専門家，さ

らには教員以外の教育関係公務員等を希望する学生に対し，所属コースのみならず他コースや他学部で開設

する科目の履修を大幅に認めている。さらに，専門諸科学を深く究明することを希望する場合には，大学院

教育学研究科に進学し，高度専門職業人や研究者をめざす道も開かれている。

(2)教員の研究組織と学部教育の特色

教員の研究組織は，大学院新属の16大議座と学部附属の1研究施設(幼年教育研究施設)3センター(教

育実践総合センター，障害児教育実践センター，心理臨床教育研究センター)からなっている。また，学部

で開設する授業は，これらの教員組織に所属する全教員が提供する方式をとっており，従来の講座制による

狭い教員紙織に対応した学部教育となっていない点が，本学部における学部教育の特色である。

4 現在の教育学部と教育学研究科の沿革

昭和24年5月 広島大学発足とともに教育学部設置

昭和28年同 大学院教育学研獅ヰ(教育学，教育行政学，実験心理学，教育心理学の4専攻で構成

昭和 28~29 年

昭和 30年4月

昭和31年6月

昭和33年4月

昭和34年4月

昭和35年4月

昭和36年4月

昭和37年3月

された修士課程，博士課程)設置

東雲分校に盲・聾教育兼{腕果程設置

小学校教育科 (4年課程)を東千田町地区より東雲分校に移管

教育学部(本部)の建物が東千田町に竣工

福山分校に教育専攻科(保健体育専攻)設置

中学校教育科図画工f悼惜4年課程に昇格(昭和37年美術科に改称)
東雲分校の特殊教育(盲・聾教育剰彦)課程を4年課程に昇格とともに養護学校教育

剰妻課程設置

中学校教育職業科を福山分校より東雲分校に移管(昭和37年夜術科に改称)

中学校教育科 (4年課程国語・社会・数学・理科・英語)を東千田町地区より東雲

分校に移管

福山分校の教育専攻科に音楽専攻，家政専攻増設

三原分校を東雲分校に統合
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昭和39年4月

昭和41年4月

昭和42年4月

昭和44年4月

昭和45年4月

昭和46年4月

昭和48年4月

昭和50年4月

昭和51年5月

昭和 53年6月

昭和55年4月

昭和56年4月

昭和 57年4月

昭和60年7月

昭和61年4月

昭和63年4月

平成元年4月

平成元年5月

平成元年9月

平成 2年4月

平成 3年4月

平成 4年4月

平成 7年4月

平成 7年4月

平成 8年5月

平成 9年4月

平成12年4月

平成13年4月

平成14年4月

平成16年4月

平成19年3月

平成19年4月

平成20年4月

広島大学通則で東器地の小・中・盲・聾・養護の各教育科並びに東千田町と箔山分

校の高等学校教育科が，それぞれ教員養成課程となる。

大今年完教育学研究科に教科教育学専攻(国語教育，英語科教育，社会科教育，数学科

教育，理科教育)の修士課程と博士課程を増設

附属幼年教育研究施設(幼児教育学部門)設置

中学校教員養成課程の音楽・体育・家政を福山分校より東雲分校に移管

教科教育学専攻に音楽科教育，保健体育科教育，家政科教育(修士課程)を増設

東雲分校に教育専攻科設置

附属幼年教育研究施設に幼児，心理学部門増設

東雲分校に特殊教育特別専攻科設置

大学院教育学研究科に幼児学専攻(修士課程)増設

大学院教育学研指ヰに幼児保健告書座(幼児学専攻基幹講座)設置

大朝涜教育学研究科の教育学，教育行政学，実験心理学，教育心理学及て湾桝教育学

の5専攻を，博士課程(前期，後期)に改組

日本語・日本事情講座土開

改革Eにより， 3特ト13大講座の教育学部(東千田町(本部)と福山分校)再編と学

校教育学部(東雲分樹設置

大学院学校教育研究科(学校教育・障害児教育・言語教育・社会科教育・理科教育・

保健体育の6専攻の修士課掛設置

大判完学校教育研究科に数学教育・美術教育2専攻の修士課程増設

大明続学校教育研究科に音楽教育専攻(修士課程)増設

広島大学外国人留学生日;ず語明彦コース設置

教育学部に日本語教育学科設置

学校教育学部に附属教育実践研究指導センター設置

大学説教育学研究科に幼児学専攻(博士課間設置

福山分校廃止。ただじ，学内措置により平成元年9月まで得抗

教育学部及。教育学部福山分校が東広島市統合移輯也に移転完了

大学院教育学研知ヰに日本語教育学専攻(修士課掛増設

大朝涜学校教育研究科に生活科学教育専攻(修士課程〕場設

大学院教育学研究科に日ず語教育学専攻(博士課割増設

学校教育学部が東広島市統合移転地に移転完了

学校教育学部に附属障害児教育実駿センター設置

学校教育学部附属教育実践研究指導センターを蹴Eし，教育実践総合センター設置

大判完教育学研究科に学習開発専攻(博士課程後期独立専攻)増設

大判完教育学研究科の教育学，教育行政学，実験心理学，教育心理学，教科教育学，

日本語教育学，幼児学の7専攻を，教育科学専攻，心理学専攻，教科教育科学専攻，

生涯活動教育学専攻，日本語文化教育学専攻及び幼年期総合科学専攻の6専攻に改組

教育学部と学校教育学部を統合し，教育学部に改組

大朝混教育学研発科(博士課閣と学校教育研究科(修士際問を酎E・統合し大学

院教育学研究科を設置

大学院教育学研鮪ヰの整備に伴い，学部所属の16大講座が大学開嘱となる大朝涜
講座化が行われた。

学部附属施設の研究科附属施設への移行(jI付属幼年教育研究施設z附属教育実践総合

センター，附属障害児教育実践センター)附属心理臨床教育研究センター設置

国立大学法人広島大学発足

学校教育学部廃止

特殊教育特別専攻科蜘的障害教育専攻)を特別支援教育特別専攻科(特別支援教育

専攻)に名称変更

附属障害児教育実践センターを附属特別支援教育実践センターに名称変更

ーその他3ー
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広島大学 教育学研究科 沿革 

 

 

昭和28(1953)年 大学院教育学研究科（教育学、教育行政学、実験心理学、教育心理学の４専攻

（修士課程、博士課程））を設置 

昭和41(1966)年 大学院教育学研究科に教科教育学専攻（国語科教育、英語科教育、社会科教育、

数学科教育、理科教育）（修士課程、博士課程）を増設 

昭和44(1969)年 教科教育学専攻に音楽科教育、保健体育科教育、家政科教育（修士課程）を増

設 

昭和50(1975)年 大学院教育学研究科に幼児学専攻（修士課程）を増設 

大学院教育学研究科の教育学、教育行政学、実験心理学、教育心理学及び教科

教育学の５専攻を博士課程（前期、後期）に改組 

昭和55(1980)年 大学院学校教育研究科（学校教育・障害児教育・言語教育・社会科教育・理科

教育・保健体育の６専攻（修士課程））を設置 

昭和56(1981)年 大学院学校教育研究科に数学教育・美術教育の２専攻（修士課程）を増設 

昭和57(1982)年 大学院学校教育研究科に音楽教育専攻（修士課程）を増設 

平成元(1989)年 大学院教育学研究科に幼児学専攻（博士課程）を設置 

 大学院教育学研究科が東広島市統合移転地に移転完了 

平成２(1990)年 大学院教育学研究科に日本語教育学専攻(修士課程)を増設 

平成３(1991)年 大学院学校教育研究科に生活科学教育専攻(修士課程)を増設 

平成４(1992)年 大学院教育学研究科に日本語教育学専攻（博士課程）を増設 

平成７(1995)年 大学院学校教育研究科が東広島市統合移転地に移転完了 

平成９(1997)年 大学院教育学研究科に学習開発専攻（博士課程後期独立専攻）を増設 

大学院教育学研究科の教育学、教育行政学、実験心理学、教育心理学、教科教

育学、日本語教育学、幼児学の７専攻を、教育科学専攻、心理学専攻、教科教

育科学専攻、生涯活動教育学専攻、日本言語文化教育学専攻及び幼年期総合科

学専攻の６専攻（博士課程前期・後期）に改組 

平成12(2000)年 大学院教育学研究科（博士課程）と学校教育研究科（修士課程）を改組・統合

し大学院教育学研究科（博士課程）を設置し、博士課程前期として学習科学専

攻、障害児教育学専攻、科学文化教育学専攻、言語文化教育学専攻、生涯活動

教育学専攻、教育学専攻、心理学専攻、高等教育開発専攻、博士課程後期とし

て学習開発専攻、文化教育開発専攻、教育人間科学専攻を設置 

平成13(2001)年 大学院教育学研究科の整備に伴い、大学院講座化 

平成14(2002)年 大学院学校教育研究科を廃止 

学部附属施設の研究科附属施設への移行（附属幼年教育研究施設、附属教育実

践総合センター、附属障害児教育実践センター） 

附属心理臨床教育研究センターを設置 

平成20(2008)年 障害児教育学専攻を特別支援教育学専攻に名称変更 

附属障害児教育実践センターを附属特別支援教育実践センターに名称変更 
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広島大学 教育学研究科 設置目的等 

 

 

１．設置の経緯 

本大学院教育学研究科の起源は、昭和 24 年に設置された新制広島大学の教育学部を基礎とし

て昭和 28 年に設置された大学院旧教育学研究科に遡る。旧教育学研究科には、教育学、教育行

政学、実験心理学、教育心理学の４専攻の修士課程、博士課程が置かれた。また、当初、教科

教育は教育学専攻の中に修士課程として位置づけられた。 

昭和 41 年大学院教育学研究科に教科教育学専攻（国語科教育、英語科教育、社会科教育、数

学科教育、理科教育）の修士課程と博士課程が増設された。さらに、昭和 44 年大学院教育学研

究科の教科教育学専攻に音楽科教育、保健体育科教育、家政科教育の修士課程が増設された。 

昭和 50 年大学院教育学研究科に幼児学専攻の修士課程が増設されると同時に、教育学、教育

行政学、実験心理学、教育心理学及び教科教育学の５専攻を、博士課程（前期、後期）に改組

した。 

昭和 53 年に教育学部から分離独立した学校教育学部を基礎として、昭和 55 年に大学院学校

教育研究科が設置された。この時点では、学校教育、障害児教育、言語教育、社会科教育、理

科教育、保健体育専攻の修士課程が認可された。昭和 56 年に同研究科に数学教育と美術教育の

各専攻、昭和 57 年に音楽教育専攻、平成３年に生活科学教育専攻のそれぞれに、修士課程が逐

次増設された。 

平成元年大学院教育学研究科の幼児学専攻に博士課程が設置された。さらに、昭和 61 年に教

育学部に設置された日本語教育学科を基礎として、平成２年大学院教育学研究科に日本語教育

学専攻修士課程が増設され、学年進行に伴い平成４年大学院教育学研究科日本語教育学専攻に

博士課程が増設された。 

平成９年大学院教育学研究科に後期独立専攻の学習開発専攻が増設された。学習開発専攻は、

教育学部に学習開発専攻基幹講座として学習開発基礎講座が設置され、学校教育学部の一部教

官より構成された学習開発専攻協力講座との２講座体制で発足し、旧教育学部と学校教育学部

に研究科レベルでの連携体制が形成された。学習開発専攻の設置と同時に、大学院教育学研究

科の教育学、教育行政学、実験心理学、教育心理学、教科教育学、日本語教育学、幼児学の７

専攻を、教育科学専攻、心理学専攻、教科教育科学専攻、生涯活動教育学専攻、日本言語文化

教育学専攻及び幼年期総合科学専攻の６専攻に改組した。 

平成 12 年４月、博士課程を持つ大学院教育学研究科と修士課程の大学院学校教育研究科を改

組・統合して、前期課程８専攻後期課程３専攻よりなる大学院教育学研究科が設置された。更

に、平成 13 年４月には大学院の整備に伴い、学部所属の教官組織である 16 大講座を大学院に

移す大学院講座化が行われた。 

２．理念・目標 

平成 12 年４月に設置された大学院教育学研究科は、以下の理念・目標（（１）、（２）、（３））

の下に、21 世紀教育の担い手である実践的な指導力を持つ質の高い教員をはじめとする幅広い

教育関係分野で活躍できる高度専門職業人の養成、教育学研究分野において高度な学識を有す

る研究者の養成を目的としている。さらに、教育学研究科は、教育学を横軸に据え、諸文化・

諸科学を縦軸に置いて統合を図り、教員養成から教育の基礎学に至る幅広い教育・研究が可能

な、我が国の教育学研究分野の大学院モデルとなることをめざしている。 
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（１） 「学び」という人間の本質的な営みを鍵概念として、豊かな生涯学習社会を導く教育

諸科学の先端的研究を推進する。 

（２） 理論的研究と実践的研究を統合することによって、２１世紀を切り開く新たな教育諸

科学の学問体系を構築する。 

（３） 幼児から老年にいたるまでの教育、学習、人間発達等にかかわる諸課題を総合的・学

際的に研究し、現代社会のニーズに応える。 
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19 教育学研究科の沿革と特色

1 教育学研究科の理念・目標

平成12年4月に設置された大学院教育学研究科は，以下の理念・目標の下に. 2 1世紀

教育の担い手である実践的な指導力を持つ質の高い教員をはじめとする幅広い教育関係分野

で 活路できる高度専門職業人の養成，教育学研究分野において高度な学識を有する研究者

の養 成を目的としている。さらに，教育学研究科は，教育学を横軸に据え，諸文化・諸科

学を縦 軸に置いて統合を図り，教員養成から教育の基礎学に至る幅広い教育・研究が可能

な，我が 国の教育学研究分野の大学院モデルとなることをめざしている固

(1) r学びJという人間の本質的な営みを鍵概念として，豊かな生涯学習社会を導く教育
諸科学の先端的研究を推進する。

(2)理論的研究と実践的研究を統合することによって. 21世紀を切り開く新たな教育諸

科学の学問体系を構築する。

(3)幼児から老年にいたるまでの教育，学習，人開発達等にかかわる諸課題を総合的・学

際的に研究し，現代社会のニーズに応える。

2 教育学研究科の改組経緯

本大学院教育学研究科の起源は，昭和24年に設置された新制広島大学の教育学部を基礎

として昭和28年に設置された大学院旧教育学研究科に遡る。旧教育学研究科には，教育学，

教育行政学，実験心理学，教育心理学の4専攻の修士課程，博士課程が置かれた。また，当

初，教科教育は教育学専攻の中に修士課程として位置づけられた。

昭和41年大学院教育学研究科に教科教育学専攻(国語科教育，英語科教育，社会科教育，

数学科教育，理科教育)の修士課程と博士課程が増設された。さらに，昭和44年大学院教

育学研究科の教科教育学専攻に音楽科教育，保健体育科教育，家政科教育の修士線程が増設

された。

昭和50年大学院教育学研究科に幼児学専攻の修士課程が増設されると同時に，教育学，

教育行政学，実験心理学，教育心理学及び教科教育学の5専攻を，博士課程(前期，後期)

に改組した。

昭和 53年に教育学部から分離独立した学校教育学部を基礎とじて，昭和55年に大学院

学校教育研究科が設置された。この時点では，学校教育，障害児教育，言語教育，社会科教

育，理科教育，保健体育専攻の修士課程が認可された。昭和56年に問研究科に数学教育と

美術教育の各専攻，昭和 57年に音楽教育専攻，平成3年に生活科学教育専攻のそれぞれに，

修士課程が逐次増設された。

平成元年大学院教育学研究科の幼児学専攻に博士課程が設置された。さらに，昭和61年

に教育学部に設置された日本語教育学科を基礎として，平成2年大学院教育学研究科に日本

語教育学専攻修士課程が増設され，学年進行に伴い平成4年大学院教育学研究科目:本語教育

学専攻に博士課程が増設された。

平成9年大学院教育学研究科に後期独立専攻の学習開発専攻が増設された。学習開発専攻

は，教育学部に学習開発専攻基幹講座として学習開発基礎講座が設置され，学校教育学部の
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一部教官より構成された学習開発専攻協力講座との2講座体制で発足し，旧教育学部と学校

教育学部に研究科レベルでの連携体制が形成された。学習開発専攻の設置と同時に，大学院

教育学研究科の教育学，教育行政学，実験心理学，教育心理学，教科教育学， 日本語教育学，

幼児学の7専攻を，教育科学専攻，心理学専攻，教科教育科学専攻，生涯活動教育学専攻，

日本言語文化教育学専攻及び幼年期総合科学専攻の6専攻に改組した。

博士課程を持つ大学院教育学研究科と修士課程の大学院学校教育研究科を改組・統合して，

平成12年4月，前期課程8専攻後期課程3専攻よりなる大学院教育学研究科が設置された。

更に，平成13年4月には大学院の整備に伴い，学部所属の教官組織である 16大講座を大

学院に移す大学院講座化が行われた。

3 教育学研究科の特色

博士課程前期・後期制を採用した大学院教育学研究科の特色は，以下の4点にまとめるこ

とができる。

(1)前期課程と後期課程の専攻構成が異なっている。すなわち，多様化する教育課題の解

決や先端的教育課題に対応するため，前期課程は，専修免許状を取得するための教員，

教育行政や臨床心理の専門家等の高度専門職業人の養成を中心とした教育・研究指導を

行う 8専攻で構成され，後期課程は，理論と実践の学際化・統合化・先端化を推進する

教育・研究指導を行うため，研究領域の共通性に基づき前期課程の複数の専攻をまとめ

た3専攻で構成されている。

(2)教育諸科学の研究領域を 16の大講座に分けて，教員の研究組織を構成している。こ

れに加えて，附属幼年教育研究施設，教育実践総合センター，特別支援教育実践セン

ター，心理臨床センターの所属教員，留学生センター，外国語教育研究センター，情報

メディア教育研究センター教員が，それぞれ協力講座教員として研究指導に参画してい

る。さらに，高等教育開発研究センターの教員により構成される高等教育開発専攻は，

我が国初の高等教育研究の専攻として教育学研究科の特色の一つをなしている。

(3)教員の研究組織が大講座制であることは，学生のニーズや社会の変化に対応した現代

的で多様な教育課程が編成可能であることを意味している。また，複数指導教員体制に

よって，総合的・学際的な研究指導や学生の個性を活かしたきめ細かい指導を行う。

特に，王到哉教員等の社会人を積極的に受け入れ，現職教員の資質向上にも力を入れた教

育・研究体制を採っている。

(4)前期課程の学習科学，特別支援教育学，科学文化教育学，言語文化教育学，生涯活動

教育学の各専攻にあっては，研究領域に対応した専修を設け，学生のニーズに応じたに

研究指導を行う。また，後期課程では，狭い専門分野に閉ざされた研究指導の弊害を克

服するため、 「コースワーク」型の教育・研究体制を敷くことで，学際的・総合的観点

から，学生が先端的研究を積極的に行う基礎的能力や，将来の教授・指導に柔軟に対応

できる能力などを養う指導体制を採っている。
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4 現在の教育学部と教育学研究科の沿革

昭和 24年 5月 広島大学発足とともに教育学部設置

昭和 28年4月 大学院教育学研究科(教育学，教育行政学，実験心理学，教育心理学

の4専攻で構成された修士課程，博士課程)設置

昭和 28~29 年 東雲分校に盲・聾教育兼修課程設置

昭和 30年4月 小学校教育科 (4年課程)を東千田町地区より東雲分校に移管

昭和 31年 6月 教育学部(本部)の建物が東千田町に竣工

昭和 33年4月 福山分校に教育専攻科(保健体育専攻)設置

昭和 34年4月 中学校教育科図商工作科を4年課程に昇格(昭 37年美術科に改称)

昭和 35年4月 東雲分校の特殊教育(盲・聾教育兼修)課程を4年課程に昇格ととも

昭和 36年 4月

に養護学校教育兼修課程設置

中学校教育職業科を福山分校より東雲分校に移管(昭37年技術科に

改称)

中学校教育科 (4年課程:国語・社会・数学・理科・英語)を東千四

町地区より束雲分校に移管

福山分校の教育専攻科に音楽専攻，家政専攻増設

昭和 37年 3月 三原分校を東雲分校に統合

昭和 39年4月 広島大学通則で東雲分校の小・中・盲・聾・ 養護の各教育科並びに東千

田町と福山分校の高等学校教育科が，それぞれ教員養成課程となる。

昭和41年4月 大学院教育学研究科に教科教育学専攻(国語教育，英語科教育，社会

科教育，数学科教育，理科教育)の修士課程と博士課程を増設

附属幼年教育研究施設(幼児教育学部門)設置

昭和42年4月 中学校教員養成課程の音楽・体育・家政を福山分校より東雲分校に

移管

昭和 44年4月 教科教育学専攻に音楽科教育，保健体育科教育，家政科教育(修士

課程)を増設

昭和45年4月 東雲分校に教育専攻科(教育専攻)設置

昭和46年 4月 附属幼年教育研究施設に幼児心理学部門増設

昭和 48年4月 東雲分校に特殊教育特別専攻科設置

昭和 50年4月 大学院教育学研究科に幼児学専攻(修士課程)増設

大学院教育学研究科に幼児保健学講座(幼児学専攻基幹講座)設置

大学院教育学研究科の教育学，教育行政学，実験心理学，教育心理学

及び教科教育学の5専攻を，博士課程(前期，後期)に改組

昭和 51年5月 日本語・日本事情講座増設

昭和 53年 6月 改組により 3学科 13大講座の教育学部(東千田町(本部)と福山

分校)再編と学校教育学部(東雲分校)設置

昭和 55年4月 大学院学校教育研究科(学校教育・障害児教育・言語教育・社会科教

育・理科教育・保健体育の6専攻の修士課程)設置
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昭和 56年4月

昭和 57年4月

昭和60年7月

昭和61年4月

昭和63年4月

平成元年4月

平成元年5月

平成元年9月

平成 2年4月

平成 3年4月

平成 4年4月

平成 7年4月

平成 7年 4月

平成 8年5月

平成 9年4月

平成 12年4月

大学院学校教育研究科に数学教育・美術教育2専攻の修士課程増設

大学院学校教育研究科に音楽教育専攻(修士課程)増設

広島大学外国人留学生日本語研修コース設置

教育学部に日本語教育学科設置

学校教育学部に附属教育実践研究指導センター設置

大学院教育学研究科に幼児学専攻(博士課程)設置

福山分校廃止(ただし，学内措置により平成元年9月まで存続)

教育学部及び教育学部福山分校が東広島市統合移転地に移転完了

大学院教育学研究科に日本語教育学専攻(修士課程)増設

大学院学校教育研究科に生活科学教育専攻(修士課程)増設

大学院教育学研究科に日本語教育学専攻(博士課程)増設

学校教育学部が東広島市統合移転地に移転完了

学校教育学部に附属障害児教育実践センター設置

学校教育学部附属教育実践研究指導センターを改組し，教育実践総合

センター設置

大学院教育学研究科に学習開発専攻(博士課程後期独立専攻)増設

大学院教育学研究科の教育学，教育行政学，実験心理学，教育心理学，

教科教育学，日本語教育学i幼児学の7専攻を，教育科学専攻，心理

学専攻，教科教育科学専攻，生涯活動教育学専攻，日本言語文化教育

学専攻及び幼年期総合科学専攻の6専攻に改組

教育学部と学校教育学部を統合し教育学部に改組

大学院教育学研究科(博士課程)と学校教育研究科(修士課程)を改

組・統合し大学院教育学研究科を設置

平成 13年4月 大学院教育学研究科の整備に伴い，学部所属の 16大講座が大学院所

属となる大学院講座化

平成 14年3月 大学院学校教育研究科廃止

平成 14年4月 学部附属施設の研究科附属施設への移行(附属幼年教育研究施設，

平成 16年4月

平成 19年4月

平成20年4月

附属教育実践総合センター，附属障害児教育実践センター)

附属心理臨床教育研究センター設置

国立大学法人広島大学発足

特殊教育特別専攻科(知的障害教育専攻)を特別支援教育特別専攻科

(特別支援教育専攻)に名称変更

障害児教脊学専攻を特別支援教育学専攻へ名称変更

附属障害児教育実践センターを附属特別支援教育実践センターに名称

変更
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広島大学 附属学校 沿革 

 

 

【広島大学附属小学校】 

・昭和４(1929)年 官立文理科大学官制（勅令第37号）が公布され、広島文理科大学を設置 

広島高等師範学校（附属小学校、附属中学校）は広島文理科大学に附置 

・昭和 22(1947)年 学校教育法(昭和 22 年法律第 26 号)により、広島高等師範学校附属小学校

設置 

・昭和24(1949)年 国立学校設置法（昭和24年法律第150号）により、広島文理科大学（附置

研究所を含む）、広島高等学校、広島工業専門学校、広島高等師範学校、

広島女子高等師範学校、広島師範学校、広島青年師範学校を包括し、広島

市立工業専門学校を併合して広島大学を設置 

         広島大学・広島高等師範学校附属小学校と改称 

・昭和 27(1952)年 広島大学教育学部附属東千田小学校と改称 

・昭和 30(1955)年 広島大学教育学部附属小学校と改称 

・昭和 53(1978)年 広島大学教育学部の改組、学校教育学部の創設に伴い、広島大学附属小学

校と改称 

 

【広島大学附属中学校・高等学校】 

・昭和４(1929)年 官立文理科大学官制（勅令第37号）が公布され、広島文理科大学を設置 

広島高等師範学校（附属小学校、附属中学校）は広島文理科大学に附置 

・昭和22(1947)年 学校教育法(昭和22年法律第26号)により、広島高等師範学校附属中学校、

附属高等学校設置 

・昭和 22(1929)年 広島高等師範学校附属高等学校設置 

・昭和24(1949)年 国立学校設置法（昭和24年法律第150号）により、広島文理科大学（附置

研究所を含む）、広島高等学校、広島工業専門学校、広島高等師範学校、

広島女子高等師範学校、広島師範学校、広島青年師範学校を包括し、広島

市立工業専門学校を併合して広島大学を設置 

         広島大学・広島高等師範学校附属中学校、附属高等学校と改称 

・昭和 27(1952)年 広島大学教育学部附属東千田中学校、附属東千田高等学校と改称 

・昭和 28(1953)年 ユネスコ教育実験学校（後にユネスコ協同学校に改称）に指定 

・昭和 30(1955)年 広島大学教育学部附属中学校、附属高等学校と改称 

・昭和 53(1978)年 広島大学教育学部の改組、学校教育学部の創設に伴い、広島大学附属中学

校、高等学校と改称 
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【広島大学附属東雲小学校】 

・昭和18(1943)年 師範教育令改正に伴い、広島県師範学校は官立移管され、専門学校程度に

昇格し，広島師範学校（附属国民学校）を設置 

・昭和 22(1947)年 学校教育法(昭和 22 年法律第 26 号)により、広島師範学校附属小学校設置 

・昭和24(1949)年 国立学校設置法（昭和24年法律第150号）により、広島文理科大学（附置

研究所を含む）、広島高等学校、広島工業専門学校、広島高等師範学校、

広島女子高等師範学校、広島師範学校、広島青年師範学校を包括し、広島

市立工業専門学校を併合して広島大学を設置 

         広島大学・広島師範学校附属附小学校設置 

・昭和 26(1951)年 広島大学教育学部附属東雲小学校と改称 

・昭和 36(1961)年 養護学級を設置 

・昭和 47(1972)年 複式学級を設置 

・昭和 53(1978)年 広島大学教育学部の改組、学校教育学部の創設に伴い、広島大学附属東雲

小学校と改称 

 

 

【広島大学附属東雲中学校】 

・昭和 22(1947)年 学校教育法(昭和 22 年法律第 26 号)により、広島師範学校附属中学校設置 

・昭和24(1949)年 国立学校設置法（昭和24年法律第150号）により、広島文理科大学（附置

研究所を含む）、広島高等学校、広島工業専門学校、広島高等師範学校、

広島女子高等師範学校、広島師範学校、広島青年師範学校を包括し、広島

市立工業専門学校を併合して広島大学を設置 

         広島大学・広島師範学校附属中学校を設置 

・昭和 26(1951)年 広島大学教育学部附属東雲中学校と改称 

・昭和 38(1963)年 養護学級を設置 

・昭和 53(1978)年 広島大学教育学部の改組、学校教育学部の創設に伴い、広島大学附属東雲

中学校と改称 

 

 

【広島大学附属三原幼稚園・小学校・中学校】 

・昭和18(1943)年 師範教育令改正に伴い、広島県師範学校は官立移管され、専門学校程度に

昇格し，広島師範学校（附属幼稚園、附属国民学校）を設置 

・昭和 22(1947)年 学校教育法(昭和 22 年法律第 26 号)により、広島師範学校附属幼稚園、附

属小学校、附属中学校設置 

・昭和24(1949)年 国立学校設置法（昭和24年法律第150号）により、広島文理科大学（附置

研究所を含む）、広島高等学校、広島工業専門学校、広島高等師範学校、

広島女子高等師範学校、広島師範学校、広島青年師範学校を包括し、広島

市立工業専門学校を併合して広島大学を設置 

         広島大学・広島師範学校附属幼稚園、附属小学校、附属中学校を設置 

・昭和 26(1951)年 広島大学教育学部附属幼稚園、附属三原小学校、附属三原中学校と改称 

・昭和 41(1966)年 広島大学教育学部附属三原幼稚園に改称 

・昭和 53(1978)年 広島大学教育学部の改組、学校教育学部の創設に伴い、広島大学附属三原

幼稚園、附属三原小学校、附属三原中学校と改称 
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【広島大学附属福山中・高等学校】 

・昭和 20(1945)年 広島女子高等師範学校附属山中高等女学校設置 

・昭和 22(1947)年 広島女子高等師範学校附属中学校設置 

         広島青年師範学校附属中学校設置 

・昭和 23(1948)年 広島女子高等師範学校附属高等学校設置 

         広島青年師範学校附属高等学校設置 

・昭和24(1949)年 国立学校設置法（昭和24年法律第150号）により、広島文理科大学（附置

研究所を含む）、広島高等学校、広島工業専門学校、広島高等師範学校、

広島女子高等師範学校、広島師範学校、広島青年師範学校を包括し、広島

市立工業専門学校を併合して広島大学を設置 

         広島大学・広島女子高等師範学校附属山中高等女学校、附属中学校、附属

高等学校を設置     

         広島大学・広島青年師範学校附属中学校、附属高等学校を設置 

・昭和 25(1950)年 広島女子高等師範学校附属中学校・高等学校の一部が福山市に移転し、広

島青年師範学校附属中学校・高等学校と合併して開校    

・昭和 26(1951)年 広島大学教育学部附属福山中学校設置 

・昭和 27(1952)年 広島大学教育学部附属福山高等学校設置 

・昭和 53(1978)年 広島大学教育学部の改組、学校教育学部の創設に伴い、広島大学附属福山

中学校、附属高等学校と改称 

 

【広島大学附属幼稚園】 

・昭和 41(1966)年 広島大学教育学部附属幼年教育研究施設の設置に伴い、その研究園として

教育学部附属幼稚園設置 

・昭和 53(1978)年 広島大学教育学部の改組、学校教育学部の創設に伴い、広島大学附属幼稚

園と改称 
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広島大学 附属学校 設置目的等 

 

 

 広島大学には、大学の附属施設として 11 校園(幼稚園２園、小学校３校、中学校４校、高等学

校２校)が設置されている。これらの附属学校園は、昭和 53 年の本学の改組によって学部附属か

ら大学附属に位置づけ、共通の目的・使命として、学校教育法に定める幼稚園、小学校、中学校

または高等学校の目的の達成に努めるとともに、国立学校設置法施行規則第 27 条の規定にしたが

い、幼児・児童・生徒の教育はもとより、大学と連携した教育研究、教育実習、教員研修機能を

遂行するための研究校、教育開発校としての使命を果たしてきた。 

さらに、それぞれに固有の創設等の経緯をもつことから、それぞれの制度的特色を生かした教

育･研究を進めつつ、相互の連携を深めて、教育研究のいっそうの発展をめざしてきた。それらは、

①幼児の保育に当たりながら幼児学･保育学の研究を推進している附属幼稚園(東広島地区)、②

小･中・高等学校 12 年間一貫教育とその研究をめざしている附属小・中・高等学校(広島（翠）地

区)、③小・中学校の教育とその研究をめざしている附属東雲小・中学校(広島（東雲）地区)、④

幼稚園から中学校までの 12 年間一貫教育とその研究に当たっている附属三原幼稚園・小・中学校

(三原地区)、⑤中･高等学校の６年間の一貫教育とその研究をめざしている附属福山中･高等学校

(福山地区)の５つに大別される。 

法人化後もその役割は変わることなく、国立大学法人広島大学設立構想（平成 16 年 3 月）で、

附属学校について次のように記載している。 

 『附属学校は、「広島大学附属学校」としての特色を活かし、全国的な初等・中等教育の範とな

るべき教育機関として、基礎的・先端的教育活動を実践する。また、大学と連携した教育実践研

究及び学生の教育実習の場としての役割を果たし、かつ、これらを活かした社会貢献を実現する 

ため、附属学校の運営は、附属学校担当副学長のもとで他部局等の協力を得て行う。』 

 

 

 ・東広島地区      附 属 幼 稚 園（３学級  90人） 

 ・広島（翠）地区    附 属 小 学 校（12学級 464人） 

             附 属 中 学 校（９学級 360人） 

             附 属 高 等 学 校（15学級 600人） 

 ・広島（東雲）地区   附属東雲小学校（18学級 536人） 

             附属東雲中学校（９学級 264人） 

 ・三原地区       附属三原幼稚園（５学級 160人） 

             附属三原小学校（12学級 464人） 

             附属三原中学校（６学級 240人） 

 ・福山地区       附属福山中学校（９学級 360人） 

             附属福山高等学校（15学級 600人） 
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     ・教員集団の外部資金獲得に関する情報収集 
     ・教員集団の国内・国際連携研究に関する業務 
     ・その他，教員集団の研究教育活動に係る事務的業務処理（学

内における各種手続きを含む。） 
   ② 研究所支援グループの機能 
     研究教育活動の活性化と質の向上を図るためには，教員個々

人がこれらの活動以外の負担を可能な限り軽減することが重要
である。そのために，可能な限り教員が研究教育活動に専念で
きるように，教員の研究教育活動を支援する機能を有した組織
を設置することとする。 

     所長支援組織は，新しい管理運営体制の下で，所長を中心と
した所長室において行われる，研究所の管理運営を全体的に支
援するものとする。 

     研究教育活動支援組織は，教員の目線に立ったサービスが可
能なセクレタリー・セクションに相当する組織として位置づけ，
教育サポート，研究サポート，マネジメント及びセクレタリー
の４つの機能を併せ持つものとする。研究教育活動支援の業務
範囲としては，現行の研究部門の事務範囲にとどまらず，現行
の事務室が担っている，教員に対する支援業務も，この組織に
移行することとする。 
教員の業務遂行上で生じた問題や事務的な疑問，質問等に対

してワンストップサービスで対応でき，また，大学の各部・セ
ンター等との連絡・調整機能を持つものとする。 

（４）附属学校 
 附属学校は，「広島大学附属学校」としての特色を活かし，全国的な
初等・中等教育の範となるべき教育機関として，基礎的・先端的教育活
動を実践する。また，大学と連携した教育実践研究及び学生の教育実習
の場としての役割を果たし，かつ，これらを生かした社会貢献を実現す
るため，附属学校の運営は，附属学校担当副学長（以下「担当副学長」
という。）のもとで他部局等の協力を得て行う。 
  １）運営組織の基本構成 
    基本となる運営組織は，担当副学長を室長とする附属学校室と，

附属学校の運営に関する業務を行う附属学校部を設置するととも
に，現在５地域に分かれている附属学校を３つのエリアに再編・
統合し，その３エリアは，西部エリア（広島地区），中央エリア
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（東広島地区，三原地区）及び東部エリア（福山地区）とする。 
    なお，中央エリアには，日々の教育実践研究に対応できる附属

学校を配置するため広島市にある東雲小・中学校を東広島地区に
移転し，三原地区の幼・小・中学校と連携を深めた運営を行う。 

  ２）附属学校室 
   ① 附属学校室の構成 
    附属学校室は，附属学校の統括責任者としての担当副学長を室

長とし，副学長を補佐・支援し，教育研究活動に関する企画・立
案等の業務を担当する専任の職員及び併任の教職員で構成する。 

    また，附属学校室に校長会議を置く。 
   ② 附属学校室の主たる業務 
     附属学校の統括・調整，県市との交流人事・事業の企画立案

・交渉，附属学校間の交流人事，大学附属としての共同研究の
企画・立案，さらには附属学校の将来計画・中期目標・中期計
画の企画・立案，概算要求，評価等を行う。 

   ③ 校長会議 
     校長会議は，担当副学長が主宰し，附属学校の教育研究及び

運営に関する重要事項について審議する。担当副学長に事故が
ある場合は，あらかじめ担当副学長が指名した校園長がその職
務を代理する。 

     また，担当副学長が必要と認めたときは，副校園長を加えた
拡大校長会議を開催し，連絡調整を行う。 

    ⅰ）構成員 
     ・ 担当副学長，校園長及び担当副学長が指名した附属学校

室の専任又は併任の教職員で構成する。 
     ・ 担当副学長が必要と認めたときは，構成員以外の者の出

席を求め，その者の意見を聴くことができる。 
    ⅱ）審議事項 
     ・附属学校の規程に関する事項 
     ・附属学校の中期計画・中期目標に関する事項 
     ・附属学校の教員の人事に関する事項 
     ・各附属学校の点検評価に関する事項 
     ・大学との共同研究及び附属学校独自の研究の基本方針 
     ・附属学校の予算に関する事項 
     ・各附属学校の入学試験の基本方針 
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置
す
る
。
ま
た
，

医
学
部
医
学
科
及
び
法
務

研
究
科
の
入
学
定
員
の
改

訂
を
行
う
。
さ
ら
に
，
学
部
，

研
究
科
の
組
織
及
び
入
学

定
員
の
見
直
し
を
検
討
す

る
。
 

 

Ⅱ
 
業
務
運
営
の
改
善
及
び

効
率
化
に
関
す
る
目
標
を

達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ

き
措
置
 

１
 
組
織
運
営
の
改
善
に
関

す
る
目
標
を
達
成
す
る
た

め
の
措
置

 
（
１
）
柔
軟
な
教
育
研
究
体
制

の
構
築
に
関
す
る
目
標
を
達

成
す
る
た
め
の
措
置

 
＜
計
画
番
号
１
１
＞
 

（
学
長
室
）
 

①
 
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科

口
腔
健
康
科
学
専
攻
（
博
士

課
程
後
期
）
を
設
置
す
る
。

ま
た
，
学
部
，
研
究
科
の
組

織
及
び
入
学
定
員
の
見
直

し
を
検
討
す
る
。
 

 

Ⅱ
 
業
務
運
営
の
改
善
及
び

効
率
化
に
関
す
る
目
標
を

達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ

き
措
置
 

１
 
組
織
運
営
の
改
善
に
関

す
る
目
標
を
達
成
す
る
た

め
の
措
置

 
（
１
）
柔
軟
な
教
育
研
究
体
制

の
構
築
に
関
す
る
目
標
を
達

成
す
る
た
め
の
措
置

 
＜
計
画
番
号
１
１
＞
 

（
学
長
室
）
 

①
 
学
部
，
研
究
科
の
組
織
及

び
入
学
定
員
の
見
直
し
を

検
討
す
る
。
 

 

Ⅱ
 
業
務
運
営
の
改
善
及
び

効
率
化
に
関
す
る
目
標
を

達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ

き
措
置
 

１
 
組
織
運
営
の
改
善
に
関

す
る
目
標
を
達
成
す
る
た

め
の
措
置

 
（
１
）
柔
軟
な
教
育
研
究
体
制

の
構
築
に
関
す
る
目
標
を
達

成
す
る
た
め
の
措
置

 
＜
計
画
番
号
１
１
＞
 

 

①
 
学
部
，
研
究
科
の
組
織
及

び
入
学
定
員
を
見
直
す
。
 

 

Ⅱ
 
業
務
運
営
の
改
善
及
び

効
率
化
に
関
す
る
目
標
を

達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ

き
措
置
 

１
 
組
織
運
営
の
改
善
に
関

す
る
目
標
を
達
成
す
る
た

め
の
措
置

 
（
１
）
柔
軟
な
教
育
研
究
体
制

の
構
築
に
関
す
る
目
標
を
達

成
す
る
た
め
の
措
置

 
＜
計
画
番
号
１
１
＞
 

 

①
 
学
部
，
研
究
科
の
組
織
及

び
入
学
定
員
を
見
直
す
。
 

 

Ⅱ
 
業
務
運
営
の
改
善
及
び

効
率
化
に
関
す
る
目
標
を

達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ

き
措
置
 

１
 
組
織
運
営
の
改
善
に
関

す
る
目
標
を
達
成
す
る
た

め
の
措
置

 
（
１
）
柔
軟
な
教
育
研
究
体
制

の
構
築
に
関
す
る
目
標
を
達

成
す
る
た
め
の
措
置

 
＜
計
画
番
号
１
１
＞
 

 

①
 
学
部
，
研
究
科
の
組
織
及

び
入

学
定

員
を

見
直

す
。

（
完
結
）
 

 

Ⅱ
 
業
務
運
営
の
改
善
及
び
効
率

化
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る

た
め
に
と
る
べ
き
措
置
 

 １
 
組
織
運
営
の
改
善
に
関
す
る

目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

 
 （
１
）
柔
軟
な
教
育
研
究
体
制
の
構

築
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た

め
の
措
置

 
＜
計
画
番
号
１
１
＞
 

 

①
 
教
育
研
究
体
制
を
見
直
し
，
学

問
の
高
度
化
・
複
合
化
・
グ
ロ
ー

バ
ル
化
へ
対
応
 

＜
評
価
指
標
＞

 
・
教
育
研
究
組
織
の
整
備

 

＜
評
価
指
標
＞

 
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
実
効
性
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